
3．生物名一覧 

学  名 和名・属名 科名・目名等 生物群 

Anaxyrus americanus  
(＝Bufo americanus) 

アメリカヒキガエル ヒキガエル科 その他 

Artemia salina アルテミア属 
ホウネンエビ目 

（無甲目） 
甲殻類等 

Astyanax altiparanae  カラシン科 魚 類 

Auxenochlorella pyrenoidosa 
(＝Chlorella pyrenoidosa) 

 
クロレラ目 

（トレボウクシア藻類） 
藻類等 

Brachionus calyciflorus ツボワムシ ワムシ目 その他 

Brachionus plicatilis シオミズツボワムシ ワムシ目 その他 

Ceriodaaphnia dubia ニセネコゼミジンコ ミジンコ科 甲殻類等 

Chlorella vulgaris クロレラ属 
クロレラ目 

（トレボウクシア藻類） 
藻類等 

Cyprinodon variegatus シープスヘッドミノー カダヤシ目 魚 類 

Cyprinus carpio コイ コイ科 魚 類 

Danio rerio 
(＝Brachydanio rerio) 

ゼブラフィッシュ コイ科 魚 類 

Daphnia longispina ハリナガミジンコ ミジンコ科 甲殻類等 

Daphnia magna オオミジンコ ミジンコ科 甲殻類等 

Daphnia sp. ミジンコ属 ミジンコ科 甲殻類等 

Desmodesmus subspicatus 
（旧名 Scenedesmus subspicatus*2） 

トゲイカダモ属 イカダモ科（緑藻類） 藻類等 

Elodea canadensis カナダモ トチカガミ科 その他 

Girardia tigrina 

(＝Dugesia tigrina) 
アメリカナミウズムシ 

サンカクアタマウズムシ

科 
その他 

Hydra attenuata ヒドラ属 ヒドロ虫綱（刺胞動物） その他 

Lemna gibba イボウキクサ サトイモ科 藻類等 

Lemna minor コウキクサ サトイモ科 藻類等 

Lepomis macrochirus ブルーギル サンフィッシュ科 魚 類 

Leuciscus idus  コイ目 魚 類 

Lithobates clamitans 
（＝Rana clamitans） 

ブロンズガエル アカガエル科 その他 

Lithobates sylvaticus 
（＝Rana sylvatica） 

アメリカアカガエル アカガエル科 その他 

Meloidogyne arenaria 
アレナリアネコブセンチ

ュウ 
メロイドギネ科 その他 

Moina macrocopa タマミジンコ ミジンコ科 甲殻類等 

Neocaridina denticulata ミナミヌマエビ ヌマエビ科 甲殻類等 



学  名 和名・属名 科名・目名等 生物群 

Oncorhynchus mykiss 
(＝Salmo gairdneri) 

ニジマス サケ科 魚 類 

Oryzias latipes メダカ（ミナミメダカ） メダカ科 魚 類 

Pimephales promelas ファットヘッドミノー コイ科 魚 類 

Plationus patulus  ワムシ目 その他 

Poecilia reticulata グッピー カダヤシ科 魚 類 

Raphidocelis subcapitata 
（旧名 Selenastrum capricornutum*3,  

Pseudokirchneriella subcapitata*3） 
ムレミカヅキモ 

セレナストルム科 

（緑藻類） 
藻類等 

Raphidiopsis raciborskii 
(＝Cylindrospermopsis raciborskii) 

 ネンジュモ目（藍藻類） 藻類等 

Skeletonema costatum スケレトネマ属 
ホネツギケイソウ科 

（珪藻類） 
藻類等 

Tetrahymena pyriformis テトラヒメナ属 テトラヒメナ目 その他 

Xenopus laevis アフリカツメガエル ピパ科 その他 

*1 OECD テストガイドライン No. 233 における記述に準じて、ここでは旧名と表記した 

*2 OECD テストガイドライン No. 201 における記述に準じて、ここでは旧名と表記した 

*3 試験生物として用いられてきた Selenastrum capricornutum 及び Pseudokirchneriella subcapitata は Raphidocelis 

subcapitata であったことが確認されており、ここでは便宜上旧名と表記した 
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